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巻頭言

目次前 また，○○したくなるような専門家集団の魅力向上と情報発信力の強化

監事 木戸出正継

特集 M�Mサービスを支える情報通信技術

Ó½¦ 特集編集にあたって 編集チームリーダー 源田浩一

Ó½Ó ¦. MÓMが未来を創る 森川博之 鈴木 誠

日本がMÓM技術で世界をリードする

Ó½½ Ó. MÓMの国際標準化活動と我が国の取組み 布施田英生

コミュニケーションの新たな形態が普及段階に

°§¨ °. MÓMアーキテクチャと技術課題 藤田隆史 後藤良則 小池 新

MÓMを実現する技術要素と標準化動向を俯瞰

». 垂直統合型MÓM

°¦° »-¦ MÓM時代の医療・健康 ICT 石榑康雄

ネットワークが提供する新しい医療の姿

°¦± »-Ó ECHONET Lite 規格とサービス事例の紹介 村上隆史

地球にも人にも優しい居住空間を目指して

¨. 水平統合型MÓM

°Ó» ¨-¦ MÓMエリアネットワーク

仕組みと関連する技術／標準化の動向

堀 賢治 服部雅晴 吉原貴仁 井戸上 彰 山崎徳和

°°§ ¨-Ó 数万端末競合環境を実現するMÓM無線アクセスネットワーク

膨大な数の端末を収容する無線ネットワークに対する要求条件と実現手段

山本高至 守倉正博

°°¼ ¨-° MÓMの番号動向 尾岸久隆 一色耕治

｢もの」通信時代の番号枯渇に対応する
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会誌編集委員会

編 集 長 坂庭好一

編 集 理 事 斎藤 洋・山中直明

編集特別幹事 石井孝明・源田浩一

廣瀬 明・麻生英樹

WG・A

主 査 石井孝明

副 主 査 一色 剛・高島康裕

委 員 小室信喜・高橋篤司

田中雄一・外川太郎

中口俊哉・比留間伸行

藤田邦彦・前田義信

美谷周二朗・森田純哉

山中克久

WG・B

主 査 源田浩一

副 主 査 小黒啓一・山岡克式

委 員 石塚美加・大坐畠 智

大堂雅之・翁長 久

正村雄介・白倉政志

蘇 洲・高橋国康

玉井秀明・西岡泰弘

橋本明記・東野武史

福元徳広・藤崎清孝

不破 泰・三浦俊二

WG・C

主 査 廣瀬 明

副 主 査 佐久間 健・前澤正明

委 員 大寺康夫・大矢剛嗣

小野和雄・黒崎武志

塩島謙次・菅原 聡

関根優年・鳥山和重

春本道子・堀口健一

丸橋建一・丸山道隆

水野幸民・渡邊 実

WG・D

主 査 麻生英樹

副 主 査 今井 篤・河本 満

委 員 荒木健治・伊藤靖朗

植松美幸・勝山 裕

釜井孝浩・川村春美

城戸英彰・蔵田武志

佐藤一誠・柴田智行

菅沼優子・蝶野慶一

成田雅彦・服部 元

牟田英正・吉川大弘

ニュース委員会

委 員 長 坂庭好一

幹 事 源田浩一・廣瀬 明

委 員 石丸勝洋・井出 聡

岩城正和・加藤明人

河島 整・川村卓也

笹岡英資・高林幹夫

西海聡子・長谷川英明

早川 純・藤田 卓

山本邦彦・吉川隆士

蕨野貴之

会誌に対する御意見をお寄せ下さい．

http : //www.ieice.org/jpn/books/

kaishiiken.html
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°»¦ ¨-» MÓM通信におけるデバイス管理 小林 中 内田訓雄

数十億のデバイスを操るプロトコルとは？

°»à ¨-¨ MÓMデータの活用法と処理基盤 桑田修平 海老沢和則 中川慶一郎

事例から学ぶ．分かりやすいMÓMデータ活用法

°¨» ¨-¼ MÓMを基盤としたコンテクストアウェアネスシステム

マシンがあなたに「気付き」を与える仕組み

保田浩之 福永 茂 松平正樹

¼. MÓMサービスの成長に向けて

°¼§ ¼-¦ MÓM市場の動向，ビジネスモデルと研究開発 桑津浩太郎

MÓM時代に求められる研究課題とは？

°¼¨ ¼-Ó MÓMのグローバル展開と課題 藤岡雅宣

本当にグローバル化は必要なのかを考えるために

ニュース解説
°à¦ SiC MOSFET 向け AlON高誘電率ゲート絶縁膜技術を開発──信頼性の課題を克服──


